
ヤマダ電機とジットは、1月29日に
「子どもたちの未来のための募金活動」
第1回募金贈呈式を開催し、特定非営
利法人国際協力NGOセンター（JANIC）
と財団法人交通遺児育成基金へ、寄付
金総額315万1500円を贈呈した。
この活動は昨年11月21日からスタ
ート。ヤマダ電機グループと協力会社
79法人（07年12月29日現在）に設
置した回収ボックスで、ユーザーから
回収したインクジェットプリンター使
用済みインクカートリッジ1個につき
10円を両団体に寄付するもの。
贈呈式にはヤマダ電機・山田昇社長
とジット・石坂正人社長が揃って出席。
08年1月20日までの2カ月間に回収
した31万5150個分に対する315万

1500円を、JANICが運営する「保健
医療支援まとめて募金」と「環境保全ま
とめて募金」（※1）、及び「交通遺児育
成基金」（※2）へ3等分し、105万500
円ずつ贈呈した。
式に先だって挨拶した山田社長は

「CSR活動の一環として大変有意義な

こと。未来を担う子どもたちを少しで
も支援できるよう、さらに回収活動を
強化していきたい」と述べた。今後は
3カ月ごとに回収したインクカートリ
ッジを集計し、その都度2団体へ寄付。
初年度は300万個を回収し、3000万
円の寄付を目標として活動していく計
画だ。その詳細についてはヤマダ電機
ホームページやシャニムなどで随時報
告していく。
「子どもたちの未来のための募金活
動」の趣旨は、第一義的には「恵まれな
い子どもたちへの支援」である。それ
と同時に、回収したインクカートリッ
ジをジットが再生し、ヤマダ電機が店
頭販売することにより「環境循環型社
会への取り組み」や、地球レベルの大
問題である「CO2排出量削減とゴミ削
減」なども実現することになる。
そのためにもヤマダ電機とジットは、
今後とも回収ボックスの設置協力法人
を広く募集する考えだ。詳細について
は右ページに記載の連絡先、または全
国のヤマダ電機法人カウンターまで問
い合わせてみてほしい。

※1.寄付金はJANICが運営する「NGOサポート募金」にお
ける「保健医療支援まとめて募金」と「環境保全まとめて募
金」に寄付し同募金にて支援活動を行なうJANIC加盟NGO
団体へ分配される。詳しくは、
http://www.janic.org/bokin/index.php まで。
※2.交通遺児育成基金の詳細は、
http://www.kotsuiji.or.jp まで。
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■主な回収ボックス設置協力企業一覧
福岡県立福岡聾学校（福岡県）、北陸通信工業株式会社富山支店（富山県）、北陸通信工業株式会社高岡営業所（富山県）、北陸通信工業株式会社黒部営

業所（富山県）、富山県立新川みどり野高等学校（富山県）、魚津市立東部中学校（富山県）、富山県立魚津工業高等学校（富山県）、黒部市立前沢保育所

（富山県）、社会福祉法人上田明照会（長野県）、千曲市役所情報統計課（長野県）、長野市立東条小学校（長野県）、㈱古賀坂スキー製作所（長野県）、介護

老人保健施設つかまの里（長野県）、㈱稲本製作所（石川県）、博電社（新潟県）、㈱渡辺製作所（新潟県）、㈱ヒロタカデザイン事務所（新潟県）、(株)丸富（新

潟県）、田宮病院（新潟県）、医療法人崇徳会（新潟県）、ジーエス・ユアサ新潟販売(株)（新潟県）、はあとふる薬局女池店（新潟県）、㈱学力増進ゼミナール

（新潟県）、新潟県立高等養護学校手まりの里分校（新潟県）、新潟大学情報工学科（新潟県）、高田南城高等学校（新潟県）、社会福祉法人 新潟県身体障

害者団体連合会（新潟県）、新和石油株式会社（新潟県）、南国運輸株式会社（鹿児島県）、読谷村立渡慶次小学校（沖縄県）、宜野座村立松田小学校（沖縄

県）、沖縄警備保障㈱（沖縄県）、沖縄県立鏡が丘養護学校（沖縄県）、他全79法人（2007年12月29日現在） ※敬称略

「子どもたちの未来のための募金活動」に早くも成果

第1回贈呈式で315万円を
支援団体に寄付

JANIC・富野事務局次長へ贈呈

右からジット・石坂正人社長、ヤマダ電機・山田昇社長、JANIC・富野岳史事務局次長、
交通遺児育成基金・高島等専務理事、ヤマダ電機・栗原正明法人事業本部長

交通遺児育成基金・高島専務理事へ贈呈
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